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点火三の発火.まT:惰こqZ荒J_/遣 じその発熱により製

砦 T.(望漫)1り見軌 ナの発火点'Zに逢した枝光火す

る=と.まよく知らLLている,通信芯地 より発火する迄

の時間 んは屯洗岱及びその野形 (お魚速ま),I正r*D

封男,TFl庁.長さ,点火私 宅畷及び点火紫の熟臣叫

安噂.=左石される｡

f牒 式点火鳩の加熱の軟泥は田墳 丘1)が乃綻 ut,

社ほの抵坑変化[=上るTl琵変化を屯嶺オyypyラフ

こ記鐘しこILJz官押し'=が,この力まで.土t顎- I/y

ご7ラフの トラム三転出がおそいので跳 縄の租分L

h･判定されない欠fu_,ささっている.点火王式の発火の

状況 も同銀な寸法で:好軒時も戒を冒したd･tq肌こ紀出川

宗た｡陰島根十ツyp′ラフを使用すれば比校的大 き

し､甘議でも軸管さttる,

黙しなから祐宗のbき耶 万己で.ま正絹●こ加フころ喝

窪を一定■こしJJJ法であろカ･ら,講読変化と共,こ℡茂

D変化し紳狂,75恐いクこき煉 っている,

弁才妃で▲1この点七改良しサイラIpI(T.TL-15)

こよりn火iE流t,一定L=柁ちながらL'＼火芸に迩 じ.そ

の時の積抗変化.こよるⅧEE変化をyノク｡スフ-I/で

妓影し.こLL.こ上りfK現の点火三太黙吠1号.聯接の状

㍗,Fa火時rLI,横臨時肌 繊RJ)声火時r;Et,LT火,u錠

へD形辞を詞べ一二.

Ll 半 tf

2-t )g定方法

極に二i:V のqlB;I_,印加し連環々蛇を鞭扶 Rで許挿

し.起動′､/′ス.ニ上))サイラトロ'/I_,妙 lせql紹 J.I

所定層群な適fEする｡このZe;R>rであ11は点火髄

は不変てあると考えてよい｡従って電柵のt圧文化を

ま粧 すrLは植毛tの変化が桁庶よく狩られる 今旬昭 二

加17るTELE+it'とナLLは

{-lJ(]+LTT) (1)

である ここで ' 点火喝弘 ' TafW .q 怪

漢の故扶温良に払 I.土電探豊庭である.くl)式で∫.

aが天 守一覧で.bltはVの変化を淡めLt.fT●の文化が

究められる 故､こ破る柿 こついて和ら九■こナノ/p

yラフ上り7=瑞の瓜皮質化が分ろから,瓜火熊の太黙

求(兄の㍍析*･払尖るわ:ナである｡なお瓜火三Lt帥放状

互巨で部史した,

ー R 巧士もtL300Lir I I一07･-
a2n田-1.tJ&星正 A tlLlt

E 号 亡 250V2･2拭 判瀬C荘/J法:まは--,二hlE!Lrあるがサイヲト

pノの担 a) q: 甥 (7111)+-1技 手l_
Yo 4 i書 考態 ･7 mTn I､二:I CrLJニ7 .し1ー亡 こ.='三1 ､:与.N 方転11秒YI

代FIL= 三岳 !女 rTtml (三qxDLl =16 二.{

' 1 '9 19.こ3抵 抗 nm -61



ジ ニ ト .･ ノ 郊 】英 /A;い,ソレゾ/I/ノ照 担竜一】001)5P
レ ′I'･ 1 -/ }T3亮 gF2謂 ℡〆′軌 KCLO}ノ約英-eDP5(PlDP 7- cmg

b) f'i火 :慕 (焚-2)

L.) 11火玉の桝故

/7九三は beELd式で a)b)を紐合せて作 り,TE環

の打砕風 土】75mmj:015m一m を基碑とした｡

23 点火時間,断扱濃r'1.及び緒界エネルギー

yソクEZス;-プ1り得られた懲圧の変化の一例1,

1-ISA (～-OC287mm

写暮2 三フニトロソ.//

ルノン粗茶JEElOA 6-00



288 エ 票 火 弊 絡 女 払 荊 20着 芥 4荷

車-3 Jも火ESW,幣辞考rF1,位界ユキ/I-ヤー

鎚

(蒜 r3■99 仁 A

Ll.?･1,,225a(.b',･oi蔓,(80.C2To,′J-3
L I(£謁l(Lは)(!競 229 I(£謁 †品 ) 品 ) 乙7L((TgH)(lj...721)

⊥ 鮒

＼＼旦聖 f(/o=014%Il諾.1:,) 08434--(I- 1- -)

蒜蒜点火亮′,･(zns)1E(nJ)･(El) ′s([11S)Ln〔ms)E(m))I

8.0500mm(∫- IEOmm)

7くn)i,a(-S)itk(ms)E(mj)

6･可 不発火 t

_ ;I.=ct, I.1 lot l15.0, 欄 火

(Il 野良時間 E EZE界エネルギー J 旬横長(粁募招) ( )内 吋整

(3) 日舞エネルギーは採種の大きい世大きい｡又
yこい,リ.//ルン1/発案の万が ト')yオー ト買上I7

-設に小さい｡

(り 琶先雷管の苗発の場合は トリyネー ト庶火蓋

の万が不利である.(軒に時ri;tが籍し､)

2･4℡様の′三度係数

窮-4氾BE1

渋科長-15ロC

P卜Ir含重税の故銑温故依PEaをヌめるために綴筏

oD327mmのものの 】5oC-5COoC立の捉EE;{･抵抗を

化をぎ挺 した指典範一名を打た｡

aの計37:

rnrj≡打上り澗繋力挫式を作I).点小二乗法で表.準力

程式を計罪こすれほ

ち+民放 変 化

393'05r422
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要す '& 7;一語｢語
T.C･ie 2C6 37- (～,7王0) 074a C.972 iGd e町
:-~二,43 1536 36.5 793

0.9a7 - 3-8 - C_89弓 - 373 - -･ --

338 - 33･7 - L - l -

三il三 2-完… 一69 (2,320) O芸4日 2:49三 ■ 452 (2･EaO) 0;529と ;誌l…

L【泊 1.197 ･'C3 占ST O.855 C99-1 3e6 49C 0.612 -
375 591 347 141 5il

)2O 2382 464 (2.1比) 0847 18205･10(2,C2古) C518 6.29
日.8 193FJ ･ia6 1826 529 303

t30,汗 616'宝 139 -40 04e,3 06g<竺 占̀十 17 0.387… 0宗ヰ子

､→-1.j旺 C.C,C6mm

T(I宝護-兆(7ezie) (｡｡

= r = ~

o諾lH 91477岩 630 (11310)

6ウ1 -- C.5L2 C5e8 651 hG3 -
587 63.3

さ92 (3.370) Oi79 】821 5T? (.1.52()) C394 0966 7q (3,9-5)
82.0 227 71ヽ 352,8

- T 什 538 Ⅷ loだ ま __三 _3 3 ~ 軍 ｣ 堅 _ 711 i(1竺

Jh.(.にfiLAるまF: Jhq lf'rこ放ける誇妖 TL･ I-1こ於けろ升JL止1

TIh Lhに軒ける㌣拝送壬 Et 盗F.qf.TT羊(,4)

R=388325+0032_19J bの上りはるかLこ大 きくなって'･､るこ泌Lつれるのでこ

の rlせ陀月することは 不適当であるが さ考のために

-3863525(1+0000836/) (2) ()なつけて肥やした｡渋-5日

セ得る｡ 故.こ

Er-0叩0幻6(_QI-C)

とたる｡衷- のlI罪tii'ミニの灯上目 ナ許した併てあ

ち.

25 点火悪Jf,熔斬,%皮

蛋.--3及び7r･ツypグラム上 り tE,lJ7に相当する抵

(L) l'し火時の屯喋温皮は-淫で.上lrく,横棒即ち

断面臥 こ比例して由鹿 は上昇し,又爪火花紙の鶏舎b

riT,鎌.こfn)く+Lつていろ｡点火時のt棚 .ミニの失敬

のさ国内で.i O~むoC-eCO'C てあった｡

(2) か火時o>抵抗増か群は親嘩こ比現して大きく

'}り大体 ･TI0-7L'13である

(3) 可屯噺両所と/'T火温犀は殆 んと紅綴舶搾とな

班 如 !許し,夫 々に放ける浪費を求めた6)が頚-5J=･ る～
ある｡L邑し鰐だ時の抵抗正圧標菜は21<)Tqで決めた
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Ⅲ 点火温度につし､て

EJ｡n<S氏Iヽ▲こヱLtはfr火王の発火に怒するEl界

エネルギーEはJJT火時mン̀ iこ直樹的に比附し/,EOの

ときのE/_,E_,.とナLtは

E.=Gl (3)

と賢bしている.ここでCは℡現単位長当りの三大J･/

JF-,∫L'_t館長である.吏こGとt紙 面tq̀tとL･D

r{lこ.三

G=三̂1-LLL (i)

たるEq環のあることを朽魂している｡Ll.L:三官立｡

(3)(i)式より

F.-̂ '/+LAI

-A-/+Lv (5)

を得る｡ここでV-ETl即ち紺 である｡(5)式の右

コの魂 lglの鞄規約見取 ま実腔の点火に必歩なエネル

ギーであり,妨2gti三宅輔の持つエネルギーである｡

今,演-3より各℡砂こ放ける 'JJ,E..1_'lt井しこ

itよりGをまめLZi:Gとの用係をl且示す九l三関-2セ

柑る｡(但し }=トE=ソレ′ルyソ給罪のみ)

陶-2は断面mLLとCとは促は伽係にあることセ示

し(4)式の成立することセ群わしていろ｡従ってこれ

からL,K な決めることが出来る.

PL-Ir合金はの比熱 Cp▲な 0.032C.Ll/g/OC とすれ

1ご比和b'･2]5trあるから換井すると05SBCtLI,亡mIJ'C

となる.一万 L-1]8m)mm'であるから rm'当り

に換算すると 1.】eCJJ亡ml-27LcA]cmlとなる.払 こ

P卜Jr合金ほの温度J_,T.とすLtIご

T.=L/C,1-27106S8-39l亡C

とたる,

さて緒 の点火三の電粍 壁は樵 避妊 u ElLの

火'1て変る.襲-3より℡魁 変は持控に比解して耗

く'LLり又同一i泉圧では点火曙だ､こ比珊して高くたって
いる｡点火時rLll一ま撰経に比例し点火℡流に巡.比例して

いる｡ここでだ火時恥こついて考とて見ると点火Ⅶ沢

が大きくT=11は単Lt時間当りの確取宜b'･大きくなるの

で見料.ナの発火点に連する時rl.また指されるはずであ

るから架空亀指果,ミ妥当であることが盟解される｡

しかる二号環包袋■こついてはた火宅話力'･大きいと点

火iL資力'･75くたっているJヨj)'Jh持出巣I一1､.こzt.ま法

鼓の贈 七変化七宗たす点を発火し+=Ii間と伝足した

二二二だ租がJJiるのかも知れない.又qL環鼠こついて

は珪の大きい椛 随 安が辞)くたっている;5'.二九は発

豊熟宜とiA失弓邑iの熊供より緋 出実る.即ち木下氏

ll.こ上ttTご掛 矢をBこすhは

B-JllLト竿

+(T-'T.)2=1,IP3logdJdZ (6)

で讃わしているから紺 失Bは I- corlSt であれl珊

面臥 一.こ比拓する｡故にL'が大きい程供出赦免Prz..

小さくなりかつ熱投失BIi大きくなるために点火迄の

時間がかかるhけである｡色L a..a,.夫 懲々領経及

び点火玉葉蛭.i,,12,夫 ℡々絹及びt.A火玉の脚 串

T.,T 夫 姐々 及び発火点.I,t鮎 ｡

} ニ トフソV/ルリノ群 の温皮上昇逆圧を魯提供

のものについて計許すttは義一6を縛る｡

竜一6 着窪と温ま上昇這dt(●Cms)

I(A) oC芸,m COam,,m ｡O.met o.｡蒜m 0.C{Tim

0 7 616 50.8 【4.7 不詔火 不束火

I9 2(2 120 :713 父.6 17-i

i5 3Ⅰ3 335 1iC5 106.4 828

次Lこ点火時間 I'と尾保温庶 'Iとの内孫について舜

噂氏 )̀は芯招抵抗Rを一定.懲摺のか昏耗 C.̂'セ常

必とすLtは'

(一が比較的大きい時

'r=E(11L･~N'')/CF:I. (7)

(̀が非常Lこ小さい時

T≡F'C (a)

こ述べている'(7)(8)式より('とrZ:の関係.三J●

b'･小さい時一L._立上りが急で L'が比脚 I大 きい時.三者

下りの昏扱.こなることが柔さtLる.

こLl上り鼓一一5に何らLL'=各t坪匹.こ茨するL.-T

卓抜七重:チ.三E8-3を/得る.僻 .こ点火屯淀と点火汲
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頃及び船 とy?lq順 も求め■こ.(但し/ニトF7ソL///,

ンノ宗〉罪のみ1

tを一一3.=よIlは′7火宅誠の大きIt方が･jl称 ナのJ■(火

温豪は大きく,文相伊の大きい方が大きい ここが 分

る｡叉ted,Oの現町長作の埼含ま冬点火屯維■こ於.1る

t':I成uL.18taI上の-1Y.こ棚 きれろ輔でありこの

点が其の発火瓜狂を示すものとEl.わIlる｡(図-3カら

.ま的35〇OCが叶井される)

lrJ

､ほ Elカニ集放上り和らILIJ#柄を

密約1ると次の通りである｡(I) 本刑曽淡

は点火同5fLi/サイヲトF,ソ/L用い-雇こし爪火蓋の発火

の状況を花伝の抵抗封 ヒに交換して隈墜的に析 する/)丘であるd

･この方までかたりよく怠火三の旅枕状況Jz鮭缶することが出宗も｡ (2) 点火謀のFt:でもジニトロソレ′ル/ソ

Bl系の珠た比牧的隻やかL

こ発火するものとトl)yィート罪の如く姐 に発火す

るものとは恐慌tこ与える脚 に鋲がある'_めE:東甘JHのFrrの砲

台には葛徹し1LけEtはい'ナない｡ 相に男火とr野卑lこ電球を吹飛は1上11J:日)

ンオート系で一三斉発.こ娃用する可朱℡貯Ff7としては斬採時汚

払.軌 ､ので不利であI)充分大きい点火偲淡を供稔することが･大

串である｡(3) TB輔私 lH火Ⅶ乾に上り見料

けの点火温齢 工具なり,TB確Tf.JS火屈託共

小さい湖Jl火温姓は小さい｡(i) 又純一点火悦

では雇偶Tu -･′j､さい髄点火時rrJl,点火温辞が小さ

い ｡(5)非難JlAの挺園

内では1tlらLLたf'r火温度はクニトF'

ノン′ルy/給罪で約 370oC-670oC. トt)/ネ- ト罪で的 ?70●

C-ecDICであった｡末梢を暮‡ろに当

り故々牡指導を較いた九州大学工学認助敦榊 TF.朋灰.7-1

び轍 七的当してたいた当祈研山宏.JP川哲夫和宮■こ醍く狸礼rljL しけます｡
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